
支援・情報部会
～令和２年度事業報告～



活動方針

具体的な活動

・地域の旬な情報を集めて、発信することで地域活性化を図る。
・他団体・事業者とともに、地域の魅力創出策を企画し、その

活動を支援する。

・紙面での情報発信⇒あらかわらばん、Find Arakawa

・インターネット活用⇒ホームページと各種ＳＮＳ
・他団体との活動、イベント支援

⇒あらかわごっつぉプロジェクト（食推さん）
⇒荒川中学校「みんなが主役プロジェクト」
⇒荒ポン大会（独自）



◆まちづくり広報誌
「あらかわらばん」



■まちづくり広報誌『あらかわらばん』
・毎月１５日に発行。４頁構成。

►部会員が協力し、取材や編集作業に臨み、地域の旬なネタや、イベント紹介などを行いました。

►部会員が自分の特技を活かしたコーナーを担当し、コロナ禍という現状のなか、荒川地区の事業所や団体など
を積極的に取り上げ、地域全体が元気になる広報活動を展開した。

►広報誌は地区内全戸配布のほか、小中学校、保育園、飲食店、市内道の駅などにも設置しています。

地域の旬な話題や、みらいファンド助成
事業活動団体を広報面でサポート！

地域のお店や掘り出し情報などを調査す
る部会員のあらかわトータルリサーチ！

飲食店のPRと家庭でできる簡単レシピを
紹介するいきなり俺の逸品！

写真好きなメンバーが様々な角度から荒
川地区の魅力を引き出すコーナー！



■地域の魅力を再発見するフォトブック製作
Ｆind Arakawa（ファインドアラカワ）・３月発行。2４頁構成。

►いつもは気づかない荒川地区の魅力を再発見してもらいたいと若者向けのフォトブック”Find Arakawa”。
地域に住む人にこそ、荒川の魅力に気づいてほしいという想いを込めて、若手カメラマン、モデル、ヘアスタ
イリストなどと協力して製作し、地元の新聞誌面に取り上げられるなど好評を得た。

►地区内の飲食店や中学校、高校、市内道の駅などで配布。

気鋭の若き部会員であるRyutopiaさんの企画立案により、まち協メンバー以外のカメラマンやモデル、スタイリストの協力を得て、撮影および紙面構成、デザインまでを自分達の
力で成し遂げた。フォトブックの発行により新たな仲間づくりにも成功し、さらなる取り組みにむけて、現在も活動中。



◆あらかわスイーツ
プロジェクト

◆荒川中学校
みんなが主役プロジェクト



■あらかわスイーツコンテスト（中止）

►あらかわスイーツコンテストは、新型コロナ感染症対策のため中止。

►荒川中学校のみんなが主役プロジェクトとして、中学生の考案した地域食材を使ったスイーツや、清流あら
かわをイメージしたようかんを、地域の菓子店と協力して製作し、一般販売を行った。売上金の一部は、
村上市コロナ対策基金に寄付を行った。

►上記を含む取り組みが、第１回新潟SDGｓアワード大賞を受賞した。

■荒川中学校みんなが主役プロジェクト

スイーツの企画デザインからお菓子屋さんと共同で行い、
店舗での一般販売も行った。
売上金の一部は、医療従事者への横断幕寄贈など地域貢
献活動に有効活用した。



◆あらかわご馳走
（ごっつぉ）プロジェクト



■あらかわご馳走（ごっつぉ）プロジェクト
・つどい場「あら、ほっ」（1/23）

►食生活改善推進委員協議会
荒川支部との協働事業。

►荒川地区の食材を使った
「あらかわご馳走弁当」を、
つどい場「あら、ほっ」を
会場に予約販売を行った。
荒川地区の良質な食材
PRを行うことができた。

►また、地域飲食店の方を講
師に迎え、料理伝達講習会
も実施し、スキルアップも
行う事ができた。

▲あらかわご馳走弁当

◀あらかわご馳走弁当販売日の様子

▲天ぷら斉藤さんの料理教室 ▲村上牛のメンチ ▲オータムポエム



■ホームページの充実と各種SNS活用

►ホームページのほか、フェイスブックやインスタグラムも併用し、
あらかわ地区のイベント情報や協議会事業の告知等、タイムリー
な情報発信に努めています。

►まずは、お手持ちのスマートフォンやご自宅のＰＣ等で

「あらかわちく」と検索し、ご覧ください。

▲フェイスブック

▶インスタグラム

取材依頼お待ち
しています！



支援・情報部会 の報告は以上です。


